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第１問

（1） 回路に流れる電流Ｉは、Ｒ２に流れる電流とＲ３に流れる電流の和になります。

　　Ｉ＝４+（４×１５／１０）

　　　＝４+６＝１０〔Ａ〕

　　合成抵抗Ｒは、

　　Ｒ＝６+｛（１５×１０）／（１５+１０）｝

　　　＝６+（１５０／２５）

　　　＝６+６＝１２〔Ω〕

　　電池Ｅは、

　　Ｅ＝Ｉ・Ｒ

　　　＝１０×１２＝１２０〔Ｖ〕

（２）　端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスＺは、
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第３問

（１）　１０進数を８進数に変換する場合は、１０進数を８で割りその余りを下から順に並べることに
より求めることができます。
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　　　９４を８進数に変換すると１３６になります。

（２）　論理関数Ｘをブール代数の公式等を用いて簡単にすると、次のようになります。
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（３）　ＯＲ回路の出力は入力0,0,1,1と0,1,0,1より、0,1,1,1になります。
　　ＮＯＴ回路の出力は入力0,1,0,1より1,0,1,0になります。
　　ＡＮＤ回路の出力は入力0,0,1,1と1,0,1,0より、0,0,1,0になります。
　　入力0,1,1,1と0,0,1,0より出力が0,0,1,0になる論理素子は、論理積です。
　　　　
[image: image4.wmf]“ü—Í‚�

“ü—Í‚‚

�o—Í‚ƒ

‚l

0,0,1,1

0,1,0,1

1,0,1,0

0,0,1,0

0,0,1,0

0,1,1,1


（４）


[image: image5.wmf]‚`

‚a

‚b

‚`

‚a

‚b

‚`

‚a

‚b

��

�E

‚`�E‚a

‚`

‚a


問４

（１）　発振器の出力電流をＩ１、電流計の読みをＩ２とすると減衰量は次のようになります。
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　　　この式に減衰量＝２０デシベル、Ｉ２＝２．４ミリアンペアを代入しＩ１を求めると、
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